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Ultraluminous Infrared Galaxy(ULIRG; LIR > 1012L⊙)は赤外線で明るく、中心部で爆発的星形成が起こって
いる銀河である。しかし ULIRG内部と銀河系の星形成領域の物理的性質の違いは明らかでない。この違いを探
る指標として我々は 3.0 µmのH2O iceの吸収と 3.4 µmの脂肪族炭化水素の吸収を提案する。銀河系での星形成
の母体は dark cloud(AV > 5magの分子雲)であり、diffuse cloud(AV ∼ 1mag)と対をなす。H2O ice/脂肪族炭
化水素の吸収は、それぞれ dark/diffuse cloudのみを選択的に反映することが知られている。従ってこれらを組
み合わせるとULIRGの紫外線環境の情報が得られる。銀河系の dark/diffuse cloudとULIRGの比較にはこれら
の吸収の正確な評価が必要となるが、観測上の制約などから従来の研究では正確に評価されているとは言い難い。
そのため我々は、赤外線天文衛星「あかり」によるULIRG約 50天体の近赤外線分光観測を利用し、2.5 – 4.0

µmに渡って統一的なスペクトルフィッティングを行った。吸収近傍の他 featureの寄与も適切に考慮することで、
正確な光学的厚みのリストの構築に成功した。従来研究 (e.g. Imanishi et al. 2008, PASJ, 60, S489)と今回の結
果を比較すると、H2O iceでは平均して光学的厚み τ は τthis work ∼ 0.3τprevious程度となる。また今回の結果から、
全てのULIRGにおいて τH2O iceは、星形成領域が dark coludの量的拡張である場合に期待される値よりも小さい
ことが判明した。これはULIRG内部の星形成領域は diffuse cloud成分が寄与し、苛烈な紫外線環境下にあるこ
とを示唆する。本講演では従来の光学的厚み評価からの比較とともに、ULIRG内部の紫外線環境の議論を行う。


